
 
 
 
 
 
登録団体ずらり勢揃い 
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平平成成２２２２年年９９月月３３００日日  

ＶＶ００ＬＬ..９９  
編編集集・・発発行行    

生生駒駒市市市市民民活活動動推推進進セセンンタターー  ららららポポーートト  

「夢の会」の活動  平成３年４月設立。幼児向けの布絵本や遊具、高齢者のリ

ハビリ用布遊具の製作、貸し出しなど。作品は、ららポート１階ロビーで「布

カレンダー」、２階活動紹介スペースでも「布絵本」をご覧いただけます。 

 

◆担当メモ◆ 

取材でお手玉を見せてもらい、「おじゃみ」

という言葉をはじめて耳にした橋本さん。ひ

とつひとつ細かいところまで考え、完璧に仕

上げておられることに感心していました。 

平平成成２２２２年年９９月月３３００日日  

ＶＶ００ＬＬ..９９  
編編集集・・発発行行    

生生駒駒市市市市民民活活動動推推進進セセンンタターー  ららららポポーートト  

団体の広報力アップをめざして、昨年に続き開催したこの講座では、メンバー募集やイベントの案内など参

加者が作成したいテーマの企画書作りから作業を始めました。企画書からチラシの原稿作成までが初日の作

業。続いて、２日目は、チラシの構成を学び実際にチラシを作成しました。みなさん、熱心に集中して作業を

され、チラシの案が完成。大きくスクリーンに映し出して発表し、講師から講評を受けました。完成したチラ

シは、ららポートでも配架させていただく予定です。 

ボランティア・ＮＰＯのための組織活力アップ講座 
 効果的!!なチラシを作る 2010    〈９月１０日・１７日実施〉 

 開催報告 

ららだより 
 

 

ららポートに登録する団体から市民のみなさんへ「私たちこんなことしてます！」「一緒にやりませんか？」

「イベント開催します。ぜひお越しください！」などメッセージを伝えたいとの思いから生まれた“情報発信

スペース”。今月から、２階・交流スペースに設置されました。 

設置に至るまでには、展示するためのスペースの大きさや棚の素材、展示に関するルールなど一つ一つを懇

話会(※１)で話し合いながら進めてきました。限られた空間ですが、ニュースレターやチラシ、写真など、それ

ぞれ工夫を凝らし活動をＰＲしています。団体が発信するメッセージをキャッチしに、ぜひ気軽にお越し下さ

い。 
 

 

 

 

見に来て下さい！       活動紹介スペースできました 

* 交流スペースでは、ボランティア

グループサロン楽我生が喫茶活動

をされています。ゆっくりとお茶を

楽しまれながら、ボランティアなど

NPO の情報をご覧下さい * 

※１ 懇話会：登録団体から推薦をうけたメンバーで

構成している「連絡調整懇話会」。ここで、ららポー

トの使用等について協議しています。 

今年度からスタートしたららポート事業、学生ボランティア。それぞれが関心を持つ活動分野の登録団体の

活動日に合わせ、夏休みを中心に６名の学生が活動しています。 

●環境保全活動団体に参加し、猛暑の中、棚田の整備に汗を流しました。 

●高齢者施設での話し相手やレクリエーションを通じた交流活動に参加しました。 

●知的ハンディキャップを持つ参加者とレクリエーションを楽しみました。 

●国際交流のイベント参加者と一緒に外国の文化に触れる体験をしました。 

学生からは、「最初は不安や緊張を感じながらの参加でしたが、一緒に活動するボランティアさんから丁寧

に教えていただきました。」「普段接することのない方々と有意義な時間を過ごせました」との感想が届いてい

ます。学生の受入れにご協力いただいている登録団体のみなさん、ありがとうございます。 

これからも引き続き、学生が生駒での公益活動に参加する機会づくりを進めていきます。 

 

頑張っています！ 学生ボランティア 

このコーナーでは、昨年、

夏休み期間を利用して登録

団体の活動を取材した橋本

沙也香さんのリポートを紹

介しています。毎回事前に取

材メモを準備し、計１２団体

に体当たりでインタビュー

していただきました。 

「夢のある活動にしていきたい」との願いから名づけられた「夢の会」。研修を受けたこ

とがきっかけで、手や肌に優しい布からミシンを使わず手縫いで人々に役立つものを作

ろうと、幼児向けの布絵本や遊具を作る活動が始まったそうです。材料費を抑えるため

に、不用布を持ち寄ったり、寄付でまかなうなど工夫をされています。 

神戸で開催された作品コンクールで賞をもらったことが、たいへん嬉しかったとのこと。

インタビューを通して、作品を使っている方からのお礼の手紙や感激の声など、「喜んで

いただいている」ことが活動を続ける励みになっていると感じました。最近は、高齢者

向けのものも作り始め「時代の流れかなぁ」という言葉が印象的でした。 

 夢の会 
第６回 



 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベント情報 

生駒市ボランティア連絡協議会 主催 

「いきいきボランティアフェスタ」 
10 月 30 日(土)◆生駒市市民活動推進センターららポー

ト◆午前１０時～１２時 ミニバザー（手作り品、乾物、ケ

ーキ)、喫茶◆午後１時３０分～２時３０分 ビデオ上映「生

駒の魅力再発見」(１５分間)、ビンゴゲーム(１４時～)もあ

ります◆問合せ TEL.０９０－７０９０－１３７９（月～金/午

前１０時３０分～午後４時、土/午前１０時３０分～午後２時） 

イベントボランティア募集 

ひまわりの集い 主催 

「生駒山麓公園 バーベキュー大会」 
11 月 7 日(日)◆生駒山麓公園◆午前９時１５分 福祉セン

ターに集合し、生駒山麓公園へ移動。午後５時解散。 

◆生駒山麓公園で、知的ハンディキャップを持つメンバ

ーさんと、わいわいバーベキューや楽しいレクリエーシ

ョンをして秋の一日楽しく過ごしてくださるボランティ

アを募集！◆問合せ 浦林さん TEL.７１－０２３５ 

この夏は記録続きの猛暑となりま

した。皆さん「暑いね～」が合言葉

のようにららポートに来られまし

た。ﾆｭｰｽでは異常気象の問題や熱中

症について、また高齢者や子どもた

ちへの痛ましい事件報道を多く目

にしました。今自分に出来ることは

何だろう？と問いかけながら、自然

にも人間にも優しい社会であって

ほしいと心から願いました。<ふ> 

■生駒市市民活動推進センター ららポート 

    〒630-0257  奈良県生駒市元町１丁目７番６号 
         TEL：0743-75-6000  FAX：0743-75-0151 

          e-mail：lalaport@city.ikoma.lg.jp 
開館日時  月曜日～土曜日 午前９時～午後５時 
休 館 日  日曜日・祝日・年末年始 

        ※オストメイトトイレがあります 

        ※公共交通機関でお越し下さい 

●ららポート登録団体 ５４団体 〔構成人数 1,808 人〕  （9 月１日現在） 

編集後記 

■ボランティア交流広場「ららパーク」 

場所  ららポート２階交流スペースにて 

日時   １０月２３日(土) 午後１時～３時 

11 月２７日(土) 午後１時～３時 

※１１月２７日（土）はＮＰＯ法人いこま国際交流協会主催

「ikoryu ワールド・カフェ」を同時開催します 

* 皆さんもお気軽にお越し下さい * 

イベント・催し物 

申込み不要 

せた。そんな時、自然環境・地球環境問題の基礎を学

ぶ講座の新聞記事に目を留める。「とにかくやってみよ

う」と受講を決意。そこでいろんな地域から様々な経

験を持つ同期生らと知り合い、座学とフィールドワー

クで幅広い知識と経験を身につけることができた。 

講座終了後、実地体験で参加していた生駒市西畑町

の棚田や里山林の景観保全を目的として地元地域住民

と共に活動している「いこま棚田クラブ」に入会した。

交通費のかからない生駒での活動がいい、地元だから

市外から参加する会員のアッシー君として役に立てる

と思った。棚田の活動では季節を感じながらいい汗を

かいている。自分だけで終わらず、地域や次世代に繋

がる活動で毎日が充実していると微笑む。 

「体や気持ちがしんどいと何にもできないし、しん

どいと思ったら楽しくないでしょ？だから何かしよう

と思い立った時、“重荷と感じたらやめたらいい”と

思って始めるようにしている。背伸びをせず、自分な

りのペースでやるのがいい」とアドバイス。 

「活動することで西畑町地域が地元の方や生駒市

民、子どもたちの憩いの場となってほしい。地域が活

性化していく成果と喜びを皆さんに感じてもらえれば

自分はそれで十分」と笑顔で語る。 
 

「おっちょこちょいでいちびりな性格、ええ格好して言

えば“チャレンジ精神”でいろんな事に興味を持って

やってきた」環境に関わる活動の他、趣味や数々の同

期会の活動でスケジュール表の大半はうまっている。 

戦後の混乱期から立ち直ろうとする頃の大阪で育

ち、両親は商売人で４人兄弟の次男坊。小さな頃から

“朝、暗いうちから働く親父”を手伝い働いてきた。

今でも体を動かすことは全く苦にならない。 

「何でもやってみなわからん」がモットーで超多趣

味。歴史が好きで、山歩き、出かけることも好き。奈

良は歴史が深くハイキングコースに事欠かない。大学

では速記部で腕を慣らした。今でも歌謡曲くらいの速

さなら速記文字で書き留めることができる。歴史物が

得意な詩吟やカラオケ、発声することは健康の源とド

ライブ中にも練習する。ゴルフや、中国語を習った時

に始めた太極拳、マンドリンはスペイン語を習った頃

の人気バンドに憧れて始めた。「やったことは必ずプラ

スになる」と積極的に関わっていくうち、いつの間に

かそれぞれのグループの世話役を担うこともしばし

ば。「人の輪の広がりで今の自分があるから」と考え

ている。 

退職を機に「自分は何をしたいのか」と思いを巡ら

ボランティアの声『ボラボー！』 
「いこま棚田クラブ」新居 延之さん に聞きました 

あらい   のぶゆき 

プロジェクターなど寄附いただきました 

交流スペースでサロン活動をされている、ボラン

ティアグループサロン楽我生から、プロジェクタ

ー、スクリーン、ポータブル書画カメラをそれぞ

れ 1 台ずつ寄附いただきました。ららポート研修

室での、会議や研修会にご活用ください。 
 


